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累計貯蔵量発生量 発電所内 埋設センター※1

（注）（　　）内は2010年3月末。
※1：低レベル放射性廃棄物埋設センター（青森県六ヶ所村）。
※2：320本を発電所内から埋設センターに移管。
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※：定義は明確ではないが、一般的には、電力の送電網にコンピューター制御やICT（情
報通信技術）を取り入れ、電力需給を自動制御しつつ、再生可能エネルギーを最大
に利用する次世代の電力網（グリッド）のこと。
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（4） 放射性廃棄物の管理・処理
ａ　低レベル放射性廃棄物の管理・処理
　原子力発電所から出る廃棄物のうち、放射性物質を含むもの
は「低レベル放射性廃棄物」に分類・管理されます。

・ 気体状のものは、放射能を減衰させた後、測定を行い安
全を確認した上で、大気に放出します。

・ 液体状のものは、処理装置で濃縮水と蒸留水に分け、蒸留
水は放射能を測定し安全を確認した後に海へ放出します。

・ 処理された濃縮廃液は、アスファルトなどで固め、固体状のも
のは、焼却や圧縮により容積を減らし、ドラム缶に密閉します。
これらのドラム缶は、発電所内の固体廃棄物貯蔵庫で厳重
に保管します。その後、日本原燃（株）の低レベル放射性廃
棄物埋設センター（青森県六

ろっ
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しょ

村）に搬出・埋設処分さ
れ、人間の生活環境に影響を与えなくなるまで管理されます。

ｂ　高レベル放射性廃棄物の管理・処理
　使用済燃料の再処理過程で発生する高レベル放射性廃液に、
ガラス素材を混ぜてガラス固化体にしたものが「高レベル放射性
廃棄物」です。この廃棄物は、日本原燃（株）の高レベル放射性
廃棄物貯蔵管理センター（青森県六ヶ所村）で30～50年間冷却
のため貯蔵した後、最終的に地下300メートルより深い安定した
地層に処分する方針です。当社分のガラス固化体は、2011年3
月末現在で累計111本が同センターに受け入れられています。最
終処分事業については、経済産業省の認可法人「原子力発電
環境整備機構（NUMO）」が実施し、最終処分施設選定のため
に、2002年12月より全国の市町村を対象に「最終処分施設の設
置可能性を調査する区域」の公募が開始されています。

3　環境アセスメント（環境影響評価）の実施
　発電設備など電力設備の建設にあたっては、最新の知
見や地域の状況に応じた環境アセスメントを行い、その結果
に基づいて環境保全のための適切な措置を講じています。
・ ・  発電所における環境アセスメント
　塚

つか

原
ばる

水力発電所（宮崎県諸
もろ

塚
つか

村）
の更新実施にあたっての環境影響評
価法等に基づく環境アセスメントを
2010年7月より開始しています。
　また、2010年度には、甲

こう

佐
さ

水力発

電所（熊本県甲佐町）の再開発実施にあたっての自主環境アセ
スメント※を実施しました。

4　環境負荷低減に資する研究・開発
　温室効果ガスの排出抑制や再生可能エネルギーの積極
的活用などを目指した様 な々研究・開発を行っています。

（1） スマートグリッド※の実証試験
　将来、太陽光など出力が不安定な分散型の再生可能エネル
ギーが大量に普及した場合においても、高品質、高信頼度、かつ
効率的な電力供給を維持できるよう、原子力・火力などを含めた
全ての電源の最適運用を行えるスマートグリッドの構築を目指して
います。
　このため、電力供給面の課題の抽出と技術的な検証を目的に、
スマートグリッドの実証試験を実施することとしています。

（2） 離島マイクログリッドシステムの実証試験
　本土と連系していない離島は、主に島内の内燃力発電機
（ディーゼル）で供給していますが、エネルギーセキュリティ及
び地球環境保全の観点から、2009年度に太陽光・風力の再
生可能エネルギー電源と蓄電池を従来の内燃力発電に加えた
「マイクログリッドシステム」を鹿児島県内の離島６島に構築し、
2010～2012年度まで、電力系統の運用・制御面での課題や
経済性の検証・評価に関する実証試験を実施しています。

※：環境影響評価法及び自治体の環境影響評価条例の対象規模に該当しないが、環境保全を
     目的として自主的に環境アセスメントを実施。

詳細は九州電力ホームページ　 
関連・詳細情報（P13参照） 〉 廃棄物の処理

詳細は九州電力ホームページ　 
関連・詳細情報（P13参照） 〉 環境負荷低減に資する研究・開発

http://www.kyuden.co.jp/environment_booklet_action-report11_action-plan_symbiosis_research_index
http://www.kyuden.co.jp/nuclear_radiation_waste.html
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